
～戦後80年平和を考える～ 
令和7年度 

 第1回 学校図書館支援研修会 

令和７年 ６月13日（金）14：30～16：45　金城満



本日の流れ
1.　アートプロジェクト1（意見交換） -40分

2.　アートプロジェクト2 （意見交換）-40分

3.　自身の表現活動からの視点　-10分 

4　「世代を超えたメッセージ」について　-10分
      
5.　まとめと振り返り　

※質問あり、最後にこのプレゼン資料（pdf）のリンクをお知らせします。



平和教育のポイント5点を整理
①各教科，道徳，外国語活動（小学校），総合的な学習の時間
　及び特別活動等，全教育活動を通してねらいの達成を図る。

②各教科等の目標や内容に従い，児童生徒の興味・関心や発達
　段階に配慮して年間指導計画を立案し，計画的に実施する。

③指導に当たっては，住民を巻き込んだ激し地上戦の場となっ
　た県であり，かつ世界平和を発信する拠点として期待されて
　いることに配慮する。



平和教育のポイント5点を整理
④教育基本法第 14 条の規定に基づき，適切に実施し，社会運
　動や政治運動との関係を明確に区別し，教育の中立性を確
　保する。

⑤国際教育，人権教育，環境教育等との関連を図ったり，
　道徳教育の充実を図っ たりして，平和を尊重する心や態度
　を育成する。

次の資料から何が読み取れますか？→→



資料 http://eritokyo.jp/independent/aoyama-col47898-5.htm



資料 http://eritokyo.jp/independent/aoyama-col47898-5.htm

2060万人

310万人



質問です
沖縄戦の戦没者のなかで，犠牲者が一番多かったのはどの人
たちですか。（戦前の沖縄県の人口59万人）

⑴沖縄住民

⑵正規の日本兵

⑶米軍

⑷わからない



答え（諸説ある）

沖縄戦の戦没者のなかで，犠牲者が一番多かったのはどの人
たちですか。（戦前の沖縄県の人口59万人）

⑴沖縄住民（88.9%)

⑵正規の日本兵（4.0%)

⑶米軍（1.2%)

⑷わからない（5.9%)



沖縄戦の特徴
①全島要塞化
　　・住民総動員―飛行場建設や陣地壕づくり　・「一木一草といえどもこれを戦力化すべし」
　②戦略持久作戦
　　・本土上陸を遅らせる時間稼ぎの作戦、「捨て石」

③軍民混在の戦場
　　・日本兵による壕追い出し、食糧強奪　・砲弾は軍人と住民を区別しない。

④住民虐殺
　　・「軍人軍属を問わず標準語以外の使用を禁ず。沖縄語を以て談話しある者は間謀とみなし処分す」
　　・スパイ嫌疑により虐殺（赤松事件、今帰仁事件、本部校長事件など）

⑤集団自決
　　・壕追い出しと避難拒否、投降阻止　・日本軍の駐屯-座間味、慶良間、読谷、沖縄市、南部など

⑥米軍支配の長期化



作品そのものより制作のプロセスを重視した
り、美術館やギャラリーから外に出て
社会的な文脈でアートを捉えたり、
アートを媒介に地域を活性化させようとする取
り組みなどを指す。

※

※

2つのアートプロジェクト　による平和教育



2つの取組みのアートプロジェクトによる平和教育

石 と 鉄
キーワード

（1999~2000年）（1996年）



「石の声」・・・表現行為が導くもの（1996）

　黙々と、ただ石に番号をうつ　 
　その行為の数、20余万　　　 
　　祈りにも似た表現行為。 

　 
これが、「石の声」の呼びかけ文である。 

1996年6月15、16日、普天間基地に隣接した 
佐喜眞美術館前広場に於て236.095個の石に連番
を書き入れ、積み上げていくという行為 
この数字は、96年時点で把握されていた 

沖縄戦戦没者数である



復帰後の事件事故（1959年～2016年にかけての沖縄）

　　沖縄県では、米軍基地に起因する事件・事故が繰り返される。
　航空機関連の事故は、本土復帰1972年～2016年末までに709件発生。
 ・1959年、現うるま市にある宮森小学校に 米軍戦闘機が墜落し、
　11人の児　童を含む17人が死亡、210人の重軽傷者を出した。
・1995年、小学生の少女が米兵３人に暴行される事件が発生し、敗戦か　　
　ら半世紀、基地被害と米兵の犯罪に苦しんできた沖縄県民の怒りが
　 爆発した。
・2004年８月、米海兵隊の大型ヘリコプターが沖縄国際大学の本館に
　接触、墜落、炎上した。
・2016年12月、オスプレイが、名護市の集落の近くに墜落した。 　
・2016年にも、女性が遺体で発見された事件で、米軍属の男が死体遺　　
　棄、強姦致死及び殺人の容疑で逮捕・起訴され。



復帰後の事件事故  復帰1972年～2016年（44年間）の沖縄

　米軍人・軍属等による刑法犯罪は、
復帰1972年から2016年末までに
5,919件発生し、うち殺人・強盗・強姦
などの凶悪犯が576件（約1割）。

　国土面積の約0.6％の沖縄県に、全国の
米軍専用施設面積の約70.6％の米軍基地が
あるがゆえに、長年にわたり事件・事故が
繰り返されている。沖縄県は、日米両政府
に対し、基地の整理縮小や日米地位協定の
見直しや過重な基地負担の軽減を求めている。



復帰後の事件事故  復帰1972年～2016年（44年間）の沖縄

　米軍人・軍属等による刑法犯罪は、
復帰1972年から2016年末までに
5,919件発生し、うち殺人・強盗・強姦
などの凶悪犯が576件（約1割）。

　国土面積の約0.6％の沖縄県に、全国の
米軍専用施設面積の約70.6％の米軍基地が
あるがゆえに、長年にわたり事件・事故が
繰り返されている。沖縄県は、日米両政府
に対し、基地の整理縮小や日米地位協定の
見直しや過重な基地負担の軽減を求めている。

刑法犯罪 
5,919件

凶悪犯が576件 
（約1割）

国土面積 
約0.6％

米軍専用施設面積の 
約70.6％

　　　　　5,919件を/44年で割ると、
1年あたり136件、2,7日に1件発生している。



「石と鉄」の背景（1996年～2000年にかけての沖縄）

①1995年9月、沖米兵による少女暴行事件後、戦後50年間、 
基地の整理・縮小を求めるうねりが高まった。

 
②沖縄戦体験者の高齢化やこれまでの平和教育から転換期。

③ 平和教育のマンネリ化と、教師の若年化等、継承の難しさ。

④「総合的な学習の時間」の取りみ方法の検討時期。



他府県とは異なる、沖縄の状況を高校生に自ら考えさせるねら
いを持った企画が必要。

美術や歴史を教科教育だけでなく自己や社会について考えさせる
ための生涯教育と位置づけた。

「命」「平和」を表現行為を通して見つめることが、結果的に
平和教育と結びついた。

校内で不参加の生徒も含め全体で振返りを行った。そのため、
映像化の必要が生じ、資料を編集したのがこの映像である。



編集（メッセージをどう伝えるかは重要）現場で体験していない人にも



編集（メッセージをどう伝えるかは重要）

タイムラインによる編集計画
素材をどう扱うか方向性の整理

現場で体験していない人にも



体育館での上映方法（開始前にあることをお願いしました。）

視聴後、もし何かを感じたのであれば
黙って教室まで帰ってください。







意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。



意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。

内容からの例： 
・平和教育のポイント 
・資料（第二次世界大戦の死者数） 
・質問（沖縄戦の戦没者のなかでの犠牲者） 
・沖縄戦の特徴 
・アートプロジェクトとその背景 
・キーワード 
・言葉と声、視覚と聴覚、そして五感 
・編集方法と上映方法



2つの取組みのアートプロジェクトによる平和教育

石 と 鉄
キーワード

（1999~2000年）（1996年）

加害被害



「鉄の記憶」～加害の痕跡～（1999~2000年）

（１）概要 

　1996 年の「石の声」の趣旨を発展させて行った
アートプロジェクトである。当時、普及が進んだ
インターネットを利用して、その趣旨や状況をそ
の都度発信、県内外へも参加を呼びかけて、 
全国的な参加型のプロジェクトを試みた。 

　進捗状況を発信するスタイルから公開進行型と
も呼ぶ事が出来る。この様に、参加型または公開
進行型の波及効果を取り込むことで、新たな 
平和教育としての可能性も拡がると考えた。



質問です

　沖縄県の不発弾処理重量は全国の約6割を占めており、現在
（R1年度）約2,000トンの不発弾が埋没していると推計されている。
不発弾から県民の生命・財産を守るため、 その早期処理
を図ることが重要課題となっている。 
県はある事故をきっかけに「戦後処理問題の解決 」
として県の公共事業で磁気探査が導入され、平成24年度からは、
民間へも拡大し、事業の効率的な推進を図っている。 

「ある事故」とは何か？



答え
　1974年3月2日。那覇市小禄の
聖マタイ幼稚園そばの下水道工事現場
で重機が基礎工事用の鉄くいを打つ
中、日本軍が使用した機雷に触れて爆
発した。爆発時はひな祭り会の最中
だった。
　3歳の女児や作業員ら4人が死亡、
34人が重軽傷を負った。事故をきっ
かけに県の公共事業で磁気探査が導入
されるなど、県民に衝撃を与えた。

はるおしみつき





沖縄戦による被害
・地上戦だけではなく、疎開学童が数多く亡くなった対馬丸事件等

・多くの若者が戦争にかり出され亡くなった学徒隊

・教育者の不足による学力低下

・戦後、徐々に明らかになった先島諸島の戦争マラリア問題

・基地依存による歪な産業構造による貧困・・等々

しかし「鉄の記憶」は被害ではなく加害がテーマ
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配布で呼びかけ

方法



“木片に釘を、ひたすら打ち込んでいく表現行為。 
それを「鉄の記憶」と呼ぶ。 
  沖縄戦では、その激しさを「鉄の暴風」と形容するように、
日米あわせ200,000トンの砲弾･爆弾等が使用されたといわれ
る。この量は沖縄戦戦没者23万余から考えると、人ひとりを　
1トンの「鉄」で殺害したことになる。 

またその5％の10,000トンが不発弾として残され、戦後様々な
不発弾事故が起きてきた。今日まで不発弾対策は進められてき
たが、未だ3,000トン（1999年）が地中に眠っているとみられ
ている。ここでは砲弾･爆弾等と釘とを対応させ、 
「暴力としての鉄」をテーマにする。 

あえて、1本数gの釘を打ち込むことで、行為の本質を考え、 
人間の中に「眠っているもの」を確認するというものであ 
る。また同様に、戦後の課題として残された平和資料館問 
題、基地移設問題等も、多角的に見据えていく機会として、 
この表現行為を行う。” 

●呼びかけと趣旨



“木片に釘を、ひたすら打ち込んでいく表現行為。 
それを「鉄の記憶」と呼ぶ。 
  沖縄戦では、その激しさを「鉄の暴風」と形容するように、
日米あわせ200,000トンの砲弾･爆弾等が使用されたといわれ
る。この量は沖縄戦戦没者23万余から考えると、人ひとりを　
1トンの「鉄」で殺害したことになる。 

またその5％の10,000トンが不発弾として残され、戦後様々な
不発弾事故が起きてきた。今日まで不発弾対策は進められてき
たが、未だ3,000トン（1999年）が地中に眠っているとみられ
ている。ここでは砲弾･爆弾等と釘とを対応させ、 
「暴力としての鉄」をテーマにする。 

あえて、1本数gの釘を打ち込むことで、行為の本質を考え、 
人間の中に「眠っているもの」を確認するというものであ 
る。また同様に、戦後の課題として残された平和資料館問 
題、基地移設問題等も、多角的に見据えていく機会として、 
この表現行為を行う。” 

●呼びかけと趣旨

1999年でまだ 
3,000トンが地中

5％の10,000トンが 
不発弾として残され

沖縄戦では、日米あわせ 
200,000トンの砲弾･爆弾等が使用



開始直後

釘を運搬中その重さでパンクしたバイク 釘を打ち始める生徒



①木片とは間伐材、台風で折れた枝等何でもよく、釘も種類やサイズを問わない。　 

②数量は、明確な数字的目標を設定するのではなく、「膨大な物量」ととらえ、出来 
　うる限り繰り返すことで、「加害と被害」の両面を考えていく。 

③「膨大な物量」と捉えた釘をハンマーで打ち込む。衝撃が手にズシン、ガツンと 
　直接伝わる行為を繰り返す。その時間と感触から「加害と被害」の本質を考える。  

④最終的に「鉄の記憶」は、次の事項を書き込んで直接持ち込むか、郵送。 

⑤鉄の記憶」は、その後、木片の大部分は火葬。焼き残った「釘と灰」は記録ととも 
　に、「加害の痕跡」として佐喜眞美術館に展示、収蔵された。 

●参加方法



●期間
1999年10月～2000年5月まで
開邦高校ホームページにてその
都度連絡呼びかけを行い、進行
状況を公開していく。 



●インターネットで発信して経過報告

全国的に呼びかけ、参加型
アートプロジェクトと平和
教育の試みである。進行状
況を公開する。

●定期的に進捗状況を更新



①2000 年６月８日・開始から半年・・・ 
　半年がたち、予想に反しそんなに沢山打てないという状況だった。 
「加害行為」を想定しての表現なだけに、ある程度を打つと手が止まってしまう。 

②開始した半年前と変わった点として17 歳前後の年齢が起こす事件が連続して起きた。 
　中には、「人を殺す経験をしてみたかった」等。「暴力の純度」が高まっているとも 
　いえるのでは。 

③進捗状況も中途半端な取り組みになっていた。しかし、正常な反応とも考えられた。 
　何故なら加害行為を積極的に行うことは、この表現行為の趣旨に反することになる。 

④その様に、矛盾を孕んだ行為なだけに、時間をかける必要性を感じ、 
　開始から1 年後の2000 年10 月までとした。 
　

●***参加方法と期間延長について

（キレる17歳、理由なき犯罪世代、酒鬼薔薇世代）



　約１年間行ってき
た「鉄の記憶」を 
火葬する事で20 世紀
の暴力を永眠させる
ことを目的とした。 
自分自身の中にも潜
む暴力性を葬り去る
ために参列者は、線
香を手向け祈りを捧
げた。

●火葬式

葬儀への参加呼びかけの黒枠広告



鉄の記憶「火葬式」メッセージ（弔辞）

美術科代表２年　喜友名綾子

　美術コース二年生だけではありますが、話し合い、みんなが“鉄の記憶”から感
じたことをできる限り、私の言葉、またはみんなの言葉からそのまま抜粋し、箇
条書きではありますが、述べさせていただきたいと思います。

釘を打ち込むことを言われた私たちと、釘を打ち込まれる木々。 
釘を打つことへの疑問。 
加害者への怒り。 

ただ打ちたいと思ったこと、なんか楽しい。 
打ち続けること。打ち続け、我を忘れること。 

残虐への憧れと興奮。 

楽しんでいる自分。 
なぜか冷静な自分。 

今まで潜んでいた冷酷な自分の発見。 
木片が人間に見えてきたとき、よぎる罪悪感と明日にはそれを忘れる自分。 

被害者に共感できない自分。 



楽しんでいる自分。 
なぜか冷静な自分。 

今まで潜んでいた冷酷な自分の発見。 
木片が人間に見えてきたとき、よぎる罪悪感と明日にはそれを忘れる自分。 

被害者に共感できない自分。 
痛み、嫌になるのに錆と血で汚れる手。暴力性、攻撃性、日常的、見失いそうな

自分。 
気が狂いそうなほど止まらない感情。 

それでも思いとどまる理性。残酷でない自分を望むのは偽善か。

これが“鉄の記憶”で感じたものの一部です。

　私たちはひとえに「戦争は悪いことなのでやめましょう。命とは尊いもので
す。」という答えを掲げるだけでいいのでしょうか。事実であるその答えを何度
も繰り返し教えられてきましたが、私たちはそれをどれほど実感しているので
しょうか。きっと、それはあり得ないのだと思います。頭で理解することしかで
きないのです。これから先も本当に知っているのは被害者だけです。加害者の気持
ちも同じです。私たちがどれほど人の命を奪う行為について考えたところで、加
害者の気持ちになることはできないのです。それは“鉄の記憶”をおこなった後も
同じです。私たちはみんなで結論を探しましたが、答えを出すことはできませんで
した。自分たちが被害者になると同時に、加害者にもなりうることを知り、複雑
な気持ちになりました。未だにうまく言葉に表せない気持ちが残っています。結



す。」という答えを掲げるだけでいいのでしょうか。事実であるその答えを何度
も繰り返し教えられてきましたが、私たちはそれをどれほど実感しているので
しょうか。きっと、それはあり得ないのだと思います。頭で理解することしかで
きないのです。これから先も本当に知っているのは被害者だけです。加害者の気持
ちも同じです。私たちがどれほど人の命を奪う行為について考えたところで、加
害者の気持ちになることはできないのです。それは“鉄の記憶”をおこなった後も
同じです。私たちはみんなで結論を探しましたが、答えを出すことはできませんで
した。自分たちが被害者になると同時に、加害者にもなりうることを知り、複雑
な気持ちになりました。未だにうまく言葉に表せない気持ちが残っています。結
局、私たちには分からなかったのです。それが話し合って出した私たちの結論で
あり、答えでもあると思います。そんな答えが出たことを、自然なことだと受け
止めてもらえれば幸いです。しかし、決して“鉄の記憶”が何の意味も持たなかっ
た訳ではありません。私たちはひたすら問題に向き合い考え続けました。それで
最終的には誰も釘を打たなくなりました。釘が打てなくなったみんなのことを、
私は単純に愛おしいと思いました。今からみんなの中に潜んでいた狂気を火葬し
ます。みなさん、私たちの中の暴力的な心を笑顔で葬りましょう。今日は一つの
区切りでしかありません。これからも私たちの中にある狂気は生まれ続けます。
そしてこれからも私たちはそれに向き合い、考え続けていきましょう。



釘を打ち込むことを言われた私たちと、釘を打ち込まれる木々。釘を打つこと
への疑問。加害者への怒り。

（弔辞）要約

ただ打ちたいと思ったこと、なんか楽しい。打ち続けること。打ち続け、我を
忘れること。残虐への憧れと興奮。楽しんでいる自分。なぜか冷静な自分。今
まで潜んでいた冷酷な自分の発見。 

木片が人間に見えてきたとき、よぎる罪悪感と明日にはそれを忘れる自分。
被害者に共感できない自分。

私たちはみんなで結論を探しましたが、答えを出すことはできませんでした。
自分たちが被害者になると同時に、加害者にもなりうることを知り、複雑な気
持ちになりました。
しかし、決して“鉄の記憶”が何の意味も持たなかった訳ではありません。私た
ちはひたすら問題に向き合い考え続けました。それで最終的には誰も釘を打た
なくなりました。釘が打てなくなったみんなのことを、私は単純に愛おしいと
思いました。

今からみんなの中に潜んでいた狂気を火葬します。みなさん、私たちの中の暴力
的な心を笑顔で葬りましょう。これからも私たちの中にある狂気は生まれ続け
ます。そしてこれからも私たちはそれに向き合い、考え続けていきましょう。



釘を打ち込むことを言われた私たちと、釘を打ち込まれる木々。釘を打つこと
への疑問。加害者への怒り。

笑顔

（弔辞）要約

ただ打ちたいと思ったこと、なんか楽しい。打ち続けること。打ち続け、我を
忘れること。残虐への憧れと興奮。楽しんでいる自分。なぜか冷静な自分。今
まで潜んでいた冷酷な自分の発見。 

木片が人間に見えてきたとき、よぎる罪悪感と明日にはそれを忘れる自分。
被害者に共感できない自分。

私たちはみんなで結論を探しましたが、答えを出すことはできませんでした。
自分たちが被害者になると同時に、加害者にもなりうることを知り、複雑な気
持ちになりました。
しかし、決して“鉄の記憶”が何の意味も持たなかった訳ではありません。私た
ちはひたすら問題に向き合い考え続けました。それで最終的には誰も釘を打た
なくなりました。釘が打てなくなったみんなのことを、私は単純に愛おしいと
思いました。

今からみんなの中に潜んでいた狂気を火葬します。みなさん、私たちの中の暴力
的な心を笑顔で葬りましょう。これからも私たちの中にある狂気は生まれ続け
ます。そしてこれからも私たちはそれに向き合い、考え続けていきましょう。
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意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。



意見交換
・ここで、気軽に疑問や
　気づいた点など出し合い
　意見交換しましょう。

内容からの例： 
・インターネットの利用で公開進行型 
・全国的な参加型のプロジェクト 
・平和教育としての可能性 
・沖縄県の不発弾 
・不発弾による事故、処理問題 
・沖縄戦による被害 
・なぜ被害ではなく加害がテーマ 
・火葬式と弔辞



●2つのアートプロジェクトによる平和教育のまとめ

①はじめからテーマが明確で、全て見通せていたわけではない。参加者自らが 
　早くその姿を見てみたいと思わせる仕掛けが重要である。その推進力がテー 
　マを実態化させて場が変容し、現場で行うことの必然性が見えてくる。

②平和教育の「新しいかたち」と評されたが、着想はもっと芸術行為そのも 
　のに重きをおいていた。なるべく「単純で膨大な繰り返しの作業｣を通して 
　自分そのものと向き合うことだった。

③作業が単純であればあるほど人はそのリズムの中に入り込み寡黙になり、 
　自分と向き合い対話する。



以上、2つの取組みのアートプロジェクトによる平和教育についてでした。

石 と 鉄
キーワード

（1999~2000年）（1996年）

加害被害



（県立図書館での沖縄戦マップに着想）
●自身の表現活動からの視点「鉄の座標」シリーズ



（県立図書館での沖縄戦マップに着想）

出典：沖縄県立図書館

●自身の表現活動からの視点「鉄の座標」シリーズ





私自身の振り返りとして、シリーズ「鉄の座標」を制作

=　シリーズ「鉄の座標」　= 

様々な暴力、今世紀のそれは「鉄」か 
次世紀、カタチを変え新たな座標を這うのか。 
「電子」が這う座標、・・・何を産むのか。 

2000/09/22～30 第14回個展・画廊沖縄



●シリーズ「鉄の座標」



●シリーズ「鉄の座標」



●私自身の振り返りとして シリーズ「鉄の座標」を制作



詳細は、「金城満の仕事」で検索



https://www.advertimes.com/20210803/article359547/

https://www.advertimes.com/20210803/article359547/


●最後に「世代を超えたメッセージ」について



日本は戦前、パラオのコロール島に南洋庁
を置き、南洋群島統治の中心地として開発
した。1937年にパラオに居住する日本人は
1万1391人で、このうち4割余を沖縄県人が
占めた。米軍は44年3月に空襲を開始し、民
間人は空襲や飢餓などで命を落とした。 

召集された沖縄県出身者の犠牲: 
県内全体では3059人が召集され、664人が
戦死したという記録がある。



（2018年と思われる） 国際旅行社うちなーんちゅの旅窓 
（ホームページ記事）



日本は戦前、パラオのコロール島に南洋庁
を置き、南洋群島統治の中心地として開発
した。1937年にパラオに居住する日本人は
1万1391人で、このうち4割余を沖縄県人が
占めた。米軍は44年3月に空襲を開始し、民
間人は空襲や飢餓などで命を落とした。 

召集された沖縄県出身者の犠牲: 
県内全体では3059人が召集され、664人が
戦死したという記録がある。



「鉄」は 
 命を奪う



「鉄」は 
 命を奪う

「鉄」は 
 命を救う



～戦後80年平和を考える～ 
令和7年度 

 第1回 学校図書館支援研修会 

令和７年 ６月13日（金）14：30～16：45


